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ひろしまイノベーション推進機構の投資先企業の決算状況について 

 
１　投資先企業の概要（現況） 

２　決算状況 

 企 業 名 株式会社ツーセル（以下「ツーセル」という。）
 代 表 者 代表取締役社長　松本　昌也（まつもと　まさや）
 所 在 地 広島市南区出汐１丁目６番 10 号
 設 立 平成 15 年４月 23 日
 資 本 金 5,000 万円［令和６年３月末現在］
 

事 業 内 容
大学の技術シーズを活用し、医療用の遺伝子と細胞、医薬品、診断薬、
試薬、医療材料の研究･開発･製造･販売、医療機器･医療用具の研究･
開発･製造･販売等を行う。

 

機構投資状況

〇第１号組合・第２号組合 

・平成 26 年 12 月：１億 5,500 万円（第三者割当増資） 

・平成 28 年５月：１億 5,500 万円（新株予約権の権利行使） 

・平成 29 年７月：３億 1,000 万円（新株予約権の権利行使） 

・平成 30 年９月：１億 5,500 万円（新株予約権の権利行使） 

※事業の進捗に応じて、段階的に合計７億 7,500 万円の投資を行っ
た。 

〇ふるさと連携応援ファンド（３号組合）※県は出資していない。 

・令和３年１０月：第三者割当増資

 〇売上高及び損益　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、千円未満切り捨て）
 令和４年３月期 

（第 19 期）
令和５年３月期 
（第 20 期）

令和６年３月期 
（第 21 期）

 売上高 408,488 5,838 26,743

 経常利益又は 
経常損失

▲1,101,415 ▲1,395,696 329,498

 当期純利益又
は当期純損失

▲1,105,255 ▲1,399,536 380,795

  
○貸借対照表の要旨　　　　　　　　      　（単位：千円、千円未満切り捨て）

 令和４年３月期 
（第 19 期）

令和５年３月期 
（第 20 期）

令和６年３月期 
（第 21 期）

 
資
産
の
部

流動資産 1,228,854 764,449 139,816

 固定資産 47,212 49,438 16,151

 合 計 1,276,067 813,888 155,968

 

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流動負債 165,356 1,164,496 24,771

 固定負債 66,642 4,859 5,869
 株主資本 1,044,068 ▲355,467 125,327

 資本金 3,461,375 100,000 50,000
 　資本剰余金 3,451,375 6,812,750 6,962,750

 　　資本準備金 3,451,375 3,451,375 3,501,375
 　　その他資本剰余金 0 3,361,375 3,461,375

 　利益剰余金 ▲5,868,681 ▲7,268,217 ▲6,887,422
 　　繰越利益剰余金 ▲5,868,681 ▲7,268,217 ▲6,887,422

 合 計 1,276,067 813,888 155,968

資料番号　　 ２ 令和６年８月 20 日 
課　名　商工労働局イノベーション推進チーム 
担当者　担当課長　門永 
内　線　3354
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３　今期（令和６年３月期）の決算状況 

○　ツーセルは、様々な細胞に分化する能力を備えた幹細胞である間葉系幹細胞

（Mesenchymal Stem Cell、以下「MSC」という。）を用いた医療材料等の研究開発型企

業であり、現在、軟骨の損傷に対し MSC を活用した他家軟骨再生治療（※別紙参照）

に利用するための移植材の製品化に注力している。 

 

○　同社の軟骨再生医療事業については、平成 28 年４月 25 日に、中外製薬株式会社（以

下「中外製薬」という。）と膝軟骨再生細胞治療製品「gMSCⓇ1」に関してライセンス契

約を締結し、実用化のための臨床実験（治験）を平成 29 年 11 月から開始するととも

に、「gMSCⓇ1」に続く製品候補を構築するため、脳梗塞細胞治療製品「gMSCⓇ2」、注

射型軟骨再生細胞治療製品「gMSCⓇ3」及び慢性腎臓病が対象疾患である「gMSCⓇ4」の

基礎研究・製品開発を進めてきた。 

 

〇　ツーセルは、令和５年３月９日に「gMSCⓇ1」の膝関節における外傷性軟骨損傷およ

び離断性骨軟骨炎を対象とした第 III 相比較臨床試験において、主要評価項目の２点

が未達となった旨を公表した。 

 

〇　臨床試験の結果を受けて、中外製薬と開発方針に関する協議を重ねた結果、令和５

年４月 13 日に、双方の合意においてライセンス契約を解消することを公表した。この

契約解消により国内外全ての権利は中外製薬から同社に返還される。主要評価項目は

未達であったものの、副次的評価項目においては同製品の有効性が示唆されており、

独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）と初期的協議を行うなど、引き続き同製

品の開発を進めている。 

 

〇　令和５年 12 月以降では、「gMSCⓇ1」に関わった医師・教授らによる国内外での学会

発表が始まり、アカデミアにおける当該製品の認知度が増してきたことに加え、不動

産会社でヘルスケア事業にも注力する株式会社 HESTA 大倉との事業提携を通じて、メ

ディア広告等での露出機会も増加している。 

 

○　財務面について、売上高は、コージンバイオ株式会社とのライセンス契約締結に伴

う契約一時金を受領した影響もあり、前期の 580 万円余から約 2,090 万円増収の 2,670

万円余であった。最終損益は、「gMSCⓇ1」に係る中外製薬のオプション権不行使に伴

う収益 10 億円の計上により、当期純利益として、３億 8,000 万円余を計上している。 

 

４　今後の見通し 

〇　同製品の研究開発を推進していくための新規ライセンス契約、国内外の地域におけ

る販売、流通などに関する新規ライセンス契約の交渉を積極的に進めているところで

ある。 

 

〇　臨床試験の成績については、国内外の臨床医師や専門家の意見も踏まえて、整理・分

析し、同製品の安全性及び有効性について、独立行政法人医薬品医療機器総合機構

(PMDA)と協議を進め、承認申請を目指す。 
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ツーセルの他家軟骨再生治療について 

 

ツーセルの軟骨再生医療製品は、滑膜由来の間葉系幹細胞（MSC）を活用するもので、関節の軟

骨損傷を治療の対象とするが、変形性膝関節症等の治療への適用も可能と見込まれている。 

膝関節疾患の治療を要する患者数は、東京大学医学部附属病院によれば、50 歳以上の日本人で

約 1,000 万人とも言われているところであるが、ツーセルの開発する他家軟骨再生治療（患者本

人以外の細胞を原料として使う軟骨再生治療）により、一片の滑膜組織から大量の製品を作製で

きるため、こうした多くの患者の治療が可能になる。 

 

【自家移植】 

（患者本人の細胞を原料とする移植） 

 

 

 

 

 

 

 

【他家移植】 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無血清培地による 
滑膜由来 MSC の大量培養

製剤化 手術で軟骨損傷部に 
製剤（移植材）を移植

関節軟骨損傷 鏡視下滑膜切除術・ 
自己の細胞採取

培養・ 
人工組織化

手術で本人の軟骨損傷部に 
移植材を移植

スポーツ復帰

製剤の完成

余剰滑膜組織の提供

スポーツ復帰

患者本人以外の　

細胞を原料とする

移植

別紙


